
行

政

相

談

委

員

こ

行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
機
関
の
と
叩

｛

っ
た
処
置
に
不
平
や
不
満
が
あ
る
と
か

川

富

山

県

議

会

議

員

選

挙

…

川

上

嘉

一

氏

委

嘱

納
得
の
い
か
な
い
場
合
、
問
題
の
解

決

…

附

和

四
十
三
年
四
月
十
五
日
執
行
さ
れ

川

・
j
1

に
ご
協
力
印
し
あ
げ
る
た
め
設
け
ら
れ

川
た
宮
山
県
議
会
議
員
選
挙
の
、
行
投
烈
ぱ

b
w悔
b
v

て
い
る
も
の
で
す
。

山
に
お
け
る
謀
議
、
な
び
位
決
定
次

γ

，Emd，
行
政
相
談
委
員
は
、
臼
宅
に
お
い
て

山
の

と
お
り
で
す
。

…

〈品

E
櫓
ば
蹴
V
N
M

山
口
さ
ん
の
明

言

受

理
し
て
、
富
山
行

川

（判
日
町
一
躍
を
代
理
委
員
会
）

E
＝

川

．
ra

・圃・・・・
a副
司

政
監
禁
局
へ
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
同
川

調
罰

川

J

一
イ

1
14
1A
a司

か
ら
そ
の
処
理
の
結
果
に
つ
い
て
通
知
川

改

川

v

・
d

－

U

1

司

を
受
け
て
、
皆
さ
ん
の
納
得
の
い
く
解

川

う

酬

昭

和

四
十
二
年
度
の
行
政
相
談
委
員
決
を
は
か
る
仕
事
を
担
当
さ
れ
ま
す
e

計一川

川
と
し
て
、
川
上
刻
一
氏
戸
川
同
町

不

動

な

お

利
談

m項
に
つ
い
て
は
、
制
笹

川

除
問
ー
』

川
並

一
同
ご
が
行
政
官
邸
山
長
官
か
ら
を
守
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
ず
か
ら
川

i

！
 

出
伊

濁
川
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
（
町
長
室
）

川

j

ヨ川
J

i
f
－－

1
f
i
f
t
i－
－

i
z
－－

z
ベ

マ
征
川
保
育
所
（
宮
崎
保
育
所
）
越
坂
朋

可
1
4
J

一
朝

日

町

人

事

異

動

ヘ

子

一
〉
泊
南
部
保
育
所
（
犬
家
庄
保
育
所
）

長
崎
百
合
子
V
桜
町
保
育
所
ハ
赤
川
保
育

A
V
マ
町
長
室
長
（
民
生
謀
長
代
理
）
水
野

所
）
背
水
千
恵
子
マ
南
保
保
育
所
（
小
川

毅
一

マ
教
養
総
務
課
長
（総
務
課
長
代
理
〉
保
育
所
）
佃
良
子
マ
小
川
保
育
所
（
桜
町

勝
間
憐
広
マ
総
務
部
服
務
係
長
郁
務
取
蝦
保
持
所
）
土
問
消
江
マ
大
家
庄
保
育
所

（
総
務
課
長
）
大
半
勝
雌
マ
総
務
調
長
代
（
川
南
部
保
問
所
）
大
蒜
斗
子

国
（
財
務
係
長
）
水
野
力
次
マ
民
生
課
長
A

・
新
採
用
マ
教
委
栄
養
士
樹
沢
登
茂
子

代
理

・
国
民
年
金
係
長
（
保
健
衛
生
係
長
）

マ
町
長
室
山
崎
恵
美
子

マ
総
務
課

門
正
松
マ
泊
病
院
事
務
長
代
理

・
泊
病
院
追
分
悠
紀
夫

マ
税
務
課

搭
昭
子

マ

庶
務
係
長
（
国
民
健
康
保
険
係
長
）

梅

津

同

大

森
敏
一

マ
民
生
課

小
椋
哲
男

忠
男
マ
総
務
課
住
民
係
長
（
厚
生
係
長
）

マ
同
水
島
軍
治

マ
同

藤
田
隆
義

水
島
牧
雄
マ
税
務
課
徴
税
係
長
（
商
工
水

マ
建
設
課
稲
村
功

マ
同
池
田
宏
文

雄
係
長
）
長
崎
助
之
燕
マ
民
生
課
保
健
衛

マ
泊
中
部
保
育
所
山
口
出
胞
子
マ
赤
川
保

保
係
長
（
泊
病
院
庶
務
係
長
）
小
坂
謙
二
育
所
松
平
和
子

マ
民
生
課
国
民
健
康
保
険
係
長

（徴
税
係

A
V退
職
マ
水
島
登
（
町
長
室
長
）
マ
平
坂

長
）
粥
義
新
太
郎
マ
民
生
部
厚
生
係
長

義

一

（

教
蚕
総
務
調
度）

マ
柳
沢
祥
子
（

（
厚
生
係
主
任
）
氷
見
八
郎
マ
産
業
課
商
南
保
保
育
所
）
マ
花
開
悦
チ
（
境
保
育
所
）

工
水
産
係
長
（
農
地
係
主
任
）
阿
部

時

雄

｜

｜

l
i
l
i－
－

1
1

1
1
1

マ
教
委
図
書
舘
係
長
（
図
書
舘
係
主
任
）

藤
井
喜
三
松
マ
教
委
学
校
教
育
係
長
（
学

校
教
室
株
主
任
）
江
間
隆
信
マ
建
設
課

自

衛

官

募

集

（
税
務
課
）
前
川
俊
男
マ
産
業
課
（
総
務

部
〉
合
弁
恵
子
マ
教
番
（
伯
小
）
鹿
熊
紀
志
願
さ
れ
る
方
は
、
い
つ
で
も
役
場
総

美
子
マ
同
（
泊
中
）
勝
目
奨
津
子
マ
境
保
務
課
ま
で
、
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い

背
所
（
泊
中
部
保
育
所
）
野
田
諦
子
マ
宮

・
・

崎
保
育
所
（
笹
川
保
育
所
）
野
崎
母
子
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一
週
一
度
ず
つ

一
カ
月
間
や
っ
て
も
効
民

が
表
わ
れ
な
い
と
い
う
事
が
た
び
た
び
あ

る
と
思
い
ま
す
。
薬
の
円凶
が
少
門
出
か
、
リ
人

は
う
す
め
す
ぎ
る
な
ど
、
使
い
刈
を
問
迎

つ
て
は
薬
剤
の
効
果
も
半
減
し
ま
す
。

X
、
散
命
に
対
し
て
も
‘
隔
日
を
も
っ
て

宵
伯
づ
け
る
ζ
と
が
大
切
で
す
。
一
回
や

っ
て
そ
の
ま
ま
止
め
る
事
は
あ
ま
り
感
心

で
言
ま
せ
ん
。

以
上
が
防
投
対
策
の
基
本
的
な
取
が
一
り

で
す
。
倣
仰
す
る
際
は
取
り
岐
い
UHに
十

分
注
岱
し
て
、
明
る
い
小
柄
環
境
の
向
上

に
努
め
た
い
も
の
で
す
。

（民
主
却）

一
議

会

だ

よ

り

一

全
員
協
議
会

（匹

・
二
例

会
長
に
鹿
熊
安
正
氏

新
役
員
、
事
難
針
函
き
ま
る

マ
話lj会役
。ノA (1 
た，よ

マ
・-l!B c 、利l

ス l ス l'.!-1
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｜体協だより

付
議
事
項

L

泊
病
院
改
築
第

一
則
仁
取
の
山
川

f
に

つ
い
て
叫
川
よ
り
工
事
慨
躍
に
つ

い
て
判
官

工
事
院
持
者
、
押
川
泣

J
k
よ
り
四

γ

市川
・
呼
に
つ
い
て
説
明

2

財
出
法
人
判
け
町
問
先
公
社
の
泊
叶

に
つ
い
て

同
月
十
凶
日
付
に
て
爪
山
山
川
市
の

設
・1
1可
が
あ
り
、
問
け
二
十
日
笠
円
山
山

完
了
し
た
旨
報
行

3

仙
川
刀
税
法
1
u

．
民
心

lt
仏
従
に
つ
い

ra
、今
凶
A
K
に
お
い
て
、
川
ぃμ
収
訟
の

．

部
が
改
正
さ
れ
る
段
併
に
あ
打
、
そ
の

改
正
に
作
い
町
税
条
例
の
占
正
川
引
説

明

（議
会
市
初
川
）

C
M什陥
刊・木ん
バ
♂
川
助
者
を
作
令
的

技
術
的
に
巧
況
寸
る
ι

一

体

内

政
慌
の
向
上

心
待
相
滞
円
九
九
ハ
持
制
一

マ
間
利
同
十
二
一
小
に
n

不
定
川
一
川

4

－

n
向
起
軟
式
野
比
大
九
一
一

5
・
お

町
民
ソ
フ
ト
f
，
l

ル
大
八
一
↓

6
・
初

三
山
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山
・学
駅
伝
説
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7
・
お
町
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一
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一
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・3
品川

、加
し

町
民
俳
比
・．人
ヘ一
一

少
年
野
政
大
合

町
民
日
結
成
ト〈
会

町
民
一
部
打
球
大
会

町
民
バ一
「
ミ
〉
卜
γ
十八
仏
一

町
民
早
川
郎
小
ヘ
ム

町
民
茶
道
六
九一一

町
民
ス
今
；
六
九μ

町
民
宿
球
大
会

（
明
日
町
体
行
協
会
）
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青
年
園
、

城
山
美
化
に
汗
流
す
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登
山
道
の
側
溝
際
備
を
重
点
と
し
、
大

雪
の
た
め
に
折
れ
た
松
や
雑
木
の
伐
係
、

頂
上
の
整
地
な
ど
の
作
業
を
行
な
っ
た
ω

青
年
団
で
は
今
後
も
引
き
続
い
て
美
化

運
動
を
展
開
す
る
が
、
美
化
運
動
は
青
年

間
の
行
事
だ
け
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
も
の
で

は
な
く
て
、
根
本
的
に
は
汚
さ
ぬ
こ
と
が

先
決
で、

そ
れ
に
は
、

町
民
ひ
と
り
ひ
と

り
が
自
主
的
に
協
刀
し
あ
う
こ
と
が
の
ぞ

ま
れ
、
愛
す
る
朝
日
町
ぞ
よ
り
住
み
よ
い

よ
り
き
れ
い
な
町
に
し
た
い
も
の
で
あ

る
。
〈
写
真
〉

左
上
1

登
山
道
側
溝
桜
備
に
行
疏
す

河
年
同
国

昭
和
四
十
二
年
度
事
業
計
画

女
子
背
年
の
町
民
い

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
）

六
月
十
八
日

球

技
大
会

七
月
十
五
日
、
十

六

日

常

年

問

題

研

究
集
会

十

一
月

五

日

明

日

町
向
作
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